
イラン戦争の終結期待で2週連続の下落
NY原油先物相場は、1バレル＝80ドル台前半まで下落した。4月11日の米国とイランの協議が決裂した

ことを受けて、週明け13日の取引で105.63ドルまで急伸した。しかし、その後は改めて戦争終結への

期待感を織り込む動きが優勢になった。米国とイランの双方から再協議に前向きな姿勢が示されたこと

で、戦争終結は近いとの楽観的な見方が強まった。17日には、イスラエルとレバノンの停戦合意を受け、

イランが停戦期間中のホルムズ海峡開放を表明したことが材料視され、値下がりが加速した。2026年8

月限以降の限月では、終値で80ドルを割り込んだ。

引き続きホルムズ海峡からの流通量は低水準にとどまっている。トランプ米大統領は4月11日のイラン

との協議決裂を受けて、米国もホルムズ海峡の閉鎖に踏み切った。これによってホルムズ海峡の流通が

一段と細るリスクが高まり、供給不足の深刻化が現物相場を押し上げた。しかし、先物市場ではイラン

戦争終結の織り込みの方が優勢であり、期近限月に加算されていたリスクプレミアムは急速に剥落した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（4月10日時点）は、原油が前週91万バレル減、ガソリ

ンが633万バレル減、石油精製品が312万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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イラン戦争終結期待だと一段安へ、現物市場の混乱には要注意
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【展望】

イラン戦争の終結プロセスを織り込む形で、上値の重い展開

が続きやすい。ただし、原油・石油製品の流通が回復に向か

うかは依然として大きな不透明感を抱えており、引き続き突

発的な急伸リスクも伴う不安定な地合が想定される。

イランは、ホルムズ海峡の封鎖解除を表明した。もっとも、

イスラエルとレバノンの停戦期間に限定されたものであり、

改めて軍事衝突が発生すれば即座に封鎖が再開される可能性

がある。また、米国は4月17日現在、ホルムズ海峡の閉鎖を

継続する方針を示しており、1～2週間先の流通環境は見通し

づらい。

現物相場が高騰した状態が続いている点にも注意が必要だ。

先物相場はイラン戦争終結後を先取りし、明確な値下がり傾

向にある。しかし、現時点ではホルムズ海峡の流通量が大幅

に改善しているわけではなく、消費国の原油・石油製品の供

給不足が解消に向かっているわけではない。仮にホルムズ海

峡の流通が正常化しても、消費国に到着するのは数週間後に

なる。現物相場の高騰が続いている間は、先物市場も高騰再

開を迫られる可能性がある。あくまでも供給環境の改善期待

の値下がりであり、現実の供給環境は依然として混乱状況に

あることに注意が必要だ。

前週に続いて、ホルムズ海峡の流通環境次第の展開になる見

通しだ。上下双方に一本調子の値動きにはなりづらい。イラ

ン戦争の終結でホルムズ海峡の流通量が回復していけば、原

油相場はこのまま80ドル割れを試す可能性が高まる。逆にイ

ランが改めてホルムズ海峡を封鎖するといった混乱がみられ

ると、容易に90ドル台を回復する可能性がある。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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